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要  旨 

 超伝導状態では、電子対の形成により準粒子励起にエネルギーギャップが生じるこ

とが知られている。一方で、電子とホールの干渉効果であるアンドレーエフ反射によ

り、超伝導体の境界にギャップ内状態が作られる場合がある。銅酸化物超伝導体のよ

うな非従来型超伝導体においては、ギャップ内状態は、超伝導体の端に局在したギャ

ップレス・エッジ状態として存在できる。本講演では、非従来型超伝導体における（１）

エッジ状態を介したトンネル効果の理論、（２）エッジ状態のトポロジカルな起源に

関する理論研究、（３）エッジ状態の作る新奇量子現象と新奇な電子対対称性（奇周

波数電子対）の理論を紹介する。さらに（４）従来型超伝導体を基盤とするエッジ状

態を有する非従来型超伝導状態の理論提案とトンネル効果の理論を説明して、トポロ

ジカル超伝導という分野の発展の経緯を紹介したい。 
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